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◎ごあいさつ

昭和胡年に、当時の神戸大学・甲南大学の学生達が中心となって、芦屋市浜亘の橋本邸
に室内楽を楽しむために集まり産声を奉げた当団も、お陰棟で37年目を迎えましたム

この臥∴勤務の関係で海外を含め各地箪散っていた団員も年めせいか、次々と戻ってき

て、創設時のメンバこも大体輔？てきました。1（未だに∴逮隋地でウロウロしている者

も若干名おりますが・i・）
さて、今回はここ何年か続夕、てい軍した刺滋的な現代申もなく、久し振りにかソドッ
クスな美しい曲ばかりの構成であり、又初めての革みとらで、いつも韓掛をお掛、して
いる酒井先生のタラリネ〆トソロも交えてゆっくりお楽しみいただけたらと存じます。

最後に、皆様方の変わらぬご声援に感謝いたします。

2002年11月　　芦屋室内合奏団　一団長　青柳　良‾
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ト◎本日の演奏曲目について

‾‾鱒G・ロッシ十二　翠発のためのソナチ琴1寺

モTツアサトが亡くなった蟄年に生まれたジ妄アツ

キノ・ロッシーニは、アゴステイーノ・トリオッソという

芸術パトロンのところにやっかいになっていたと

き、6曲のソナタを書いた。のちにもっぱらオペ

ラ作曲家として活鱒するロッシ」‾ニ臥とくに若

い頃、車内楽をたくさん轟いた。なかでも有名なノ
‥のはこの6曲。一哉の弦楽四重奏だが、ダァイわ

ン2㌧チェロ、コントラバスーという特異な編鱒に

なっている㌔本紬り上げるのはその第1料実∴

噂W．A．モーツアルト　タラ甘皐ッt協奏曲

これに対して、＿モーツァルトのケラリネタ卜協奏一

曲は∴最晩年の作品。というでも、、35歳で七くな＿

っているモーツアルトの、その最盛の年の作曲‾で
一ある。rやれやれ、やっぱ′りわれわれは馬鹿を・∵∴≠

179坤の9月に†慶事十を書き、ただちに上演きり

れて大成功を収め乾あと、川月にこの曲が書かれ

る。そして11かこはモーツアルトは病の床に？くゝ

12月一5日没。あと▼はrレタイエム」が未完成で残∵

されただけで、この協奏曲がモーツアルトが完成

させた最後の享とノまっこた曲ということにな卑官い

ささかセンチメンタルに、「死を予感したモTツア

．ルトゐ晴朗な組と彼岸人の祈りを湛えた、世に

も美しい告別の歌である」（由辺秀樹）などと事か
一　‾れるゆえんである。

クラリネットとし、うの鱒比鱒的摩史の浅い紬

で、1700年頃原型が作られ車襲、1維紀食草になっ

て広く使われもようになる。よ＿‾く膏われもよう‾に、

均F．シューベルト　交響曲第5番

生まれはロッシーニに連れること5年で、モーツ

≠ルト同棲早世もたシキーベ亘トの交響曲第5番　－

も、まだ19歳のときの作品だ。やれやれ、やっぱ

－▼一七鱒れわれか‥・‥よそれはさておき、－数年乱か
一つでのアヰデウス琴楽鱒重奏屈めメンバーが京都

、で室内楽セミナーを軌、た時、ノーノ！－トプレ

イニン鱒、ずヤラリーにいきなりr室内楽cb血ber

music　とは何か」と尋ねた。　私が馬鹿のように

－r孟血i血や弾く凱埠読了だろう」と応えると、プレイ、－

ニンは我が意を得たりといった顔で、そうだこ　し

ザしそわ血血がどういうもわかが問題だ、と
蘇りはじめた。部屋には違いない。だがそれは王　‾

侯貴族の宮殿なのだ。だから決して小さなちまち【一

ました演奏をしてはいけない云々。この説明がど　▼

はこのとき霹トツシーニ12歳。＿▼やれやれ、われわれ

は馬齢を重ねてしまったも甲で卒挙。う‾まいも、の

だ。若さと軽政孝の中にモ「ツアルトとヤ、うお手

本も透けて見える。二▼おまけiここの小僧の作品卜演

奏技術¢要求度は決して低くない。‾今日もおじさ

ん、おば－さん亘ちはとって＿も苦労させられるのだ。

トリオッソは自らコントラバスを弾いた。だから

この曲ではバスも大活躍す一る．

友人の名奏者シュダードラTの存在も大き担うた

のだろう、ヰヤツアルトのこの曲はこその楽器の

力をいきなり活声、し嘗っ七砲に例のない作品＿だ∴

クラリネット協奏曲の名作は、以後、かなりおい

てウェーバーヾずっとさがってドビュッーシーのラ

プソディやアゾ一千の小協奏曲まで待たなけれげ

ならない。

七ころで、二こ平曲鱒ソロは指揮者の酒井先生が

お吹きになるよ半口葡分では当然棒を振ること鱒

不可能なわけで、メンバーの一部は戦々兢々とし

ている隼滴井先生中藤揮樗おんぶにだっこで来た

芦屋室内合奏臥＿こあ曲の演奏が万一テまくいや

ぽこ十皮剥けたと嘗えること1こなるめかもしれな

い。＿皆様はヾ＿酒舞畢生のグロを、－そしてそこに聞

かれるモーツア／レトの白鳥の歌を、どうぞご賞玩

下さいませ。

ごまで正鱒と言えるかどうーかは分からないが∴演

奏へのアドバイスとしては重要なものだったと思

う。シュ十ベルト申変嚢曲は⊥‾出身校のコンヴィ

タトの薩か庭、′主にザァイオリ亘ストのオットー
・ハトヴィヒめ家で演奏された．作曲家本人はグー

ィオテを弾小た上（、う七一一つまり1室内jで演奏さ－

れていたあだ。わけても小編成でも‾よちとモーツ

アルトを思わせ、、室内楽的なのが、この第5番だ。．

しかレ、トゲィとなる人物の住まい、▲曲がりなり

にもオーケそトラと聴衆が入ったのだから、宮穀

とまではいかすとも、〉たいそうな屋敷ではあった

ようだ。われわれは真に室内楽的な、おおきな演

奏ができるだろうか……d
r r．8．▼



◎クラリネット・指揮　酒井睦雄

桐初学国有筆学校音楽科を経てや71年棉朋学園大学卒覿病癖を斉藤秀雄、秋山和慶両脚こ、ク
ーラリネットを北爪利世、二宮和子、F∵フックズ各年に師軋　71年より栂愛オーケスートラ指揮泉

77年ザルツプふク甚て0‘スイトナー氏に師軋同年、東新こて草．チェサピタッケ氏のゼミナー

ルに参加。20飢年には芦屋室内合奏団を率いてこ五一イヤーコンサートをドイア・バンベルク交

響東団団員とともに開催し好評を博す。現在、相愛大学教授として音楽専門家の育韓にあたる傍　一

ら、74年妄り芦屋室内合奏団音楽監督、頑阜交響楽団常踵痕挿者、射年より高知室内管弦楽団指
1揮者をつとめる等、アマチュア合奏団の発展にも尽力している。

◎芦屋室内合奏団の足跡【1965～2002】
・コ瑚　　夕糎ス協奏曲、サラバ汁ジ車パテ刷

合奏協奏曲op．6－1，6－6，6－7
・－バ←セル　　一拍ンヘ’ブトと弦楽のためのけタ

∵げγ一対〇一れタ◆イドーとアネ顆
・▲マ嘩碑　サボ瑠秦曲一
・アルビノーニ　弦楽のためのソナタナシンフドア恥二3

か示す土協奏曲0匹か2
・勘ヴ7ルディ▼　‾r四季コ、わロ協奏曲、．

、2つのチ示のための協奏曲、

一合奏協奏曲ob．3－3、i一王0、311、3－12

・テレマン　　3つのVn弦楽通奏低音のための序曲、

－　鱒曲イ短調、Vla協奏曲、組車旬ラ」一、－
‾デりタフレづと弦楽のための組曲一

；．‾　終曲軋1二

・へン和　　合廃協奏曲op．6－1、6－2、6－3、6－5、

6二6、6－9　…

1・シュクーミクツ　　　マンハイム・シ〃オ＝フⅦ0．1

・デェミ三アーニー　ー巧・フォ岬」

・タやルブタ歌鹿　町ン・シ●ユ乃Jより

・／、○がニーニ　　　強楽のためのロンド

・叩汁三　　一弦楽のためのツナ循0二1

・へ〇一的ン　　、タラ痛むと弦楽五重奏のためのアタ●一シ寸ヨ

・シュほタス　　　けプチ・トラプチ・ポルカ

・ポ寧㌢ル　ー∴／タターン

・チャイコアスト一　哉楽沙トド

・ドガげこク　　弦楽勘ナード

一・クウリ一㌢∵∴∵∵紬へヰァの時代

・マ如－ニ　　　　姉ヰ汐け†担テイカ「ナ

・ヤナヰェク　　ー　慈楽のための組曲　‾

・ラフマニノフ　　一　手アンスと妙ルツオ

・エ赫■－　　　弦楽めためのセけ耳‾

・ウ！抽フ　　　　rイタ好の沙トド」

・バッハ　　　ブラげげげ協奏曲恥．3、No．5、No．6　・■二一両ン　＿　小組曲op．1

・ハイドン

軒ティ調ン協奏曲鮎．2、ピアノ協奏曲No．1こ

オーがェとウ◆ァイ椚ンのための協奏曲　r

骨草案組曲軋2、鱒．3、前奏曲噌讃臥－
2つめケ◆アイがンのた‾めの協奏曲

自動か・がンのための3つの小品、－　ノ
‾オ痛■ン協奏曲恥．2　▼一

iモー出師∵‾デイギ術イブン＝13軋m37、出光、Ⅹ334、

か示すユ四重奏曲嘩鱒、∵

戴冠ミサ曲、アタ’－シ「コと7－がK546、

軒タ・／ツトウ昨K㍑9、タラ少かト五重奏曲

アイネ・桝ネ・ナハ払シヾ竹村の享楽家拓率

交響曲No．29、交響曲No．40
二シューべ昧　交響曲軋5、1死と乙卑J

・メンデルスゾーン弦楽のたりのシンフドア恥・12

◎芦屋室内合奏団一

・′レZ、うレ　　　　ク脚r金と銀J

・ホル新し　　　弦楽のための組曲セントポール

・‾スづ　一　一十弦楽のためのセ叶で

・シェ寸へ◆脚．「静夜j

・ハ◆ルトク　　トラ汐かくニア舞曲う、ジーゲガルルの漁り
■10のやさしい小品

・ポ妨サーニー、　チェロ協奏曲一

・ハすこハ一一　　ー慈楽のための7デーブヨー

弦楽のためのセけ－ド
・ブタ升　　　シげかジ撒ニー一一、

，か一川ス　㍉諌研阜

・わーロック　　㍉げ廿サ

・軋アド小　一　F夢のように」「がラスごしめ勤勉

・芥川也寸志　r弦楽qた吟の即’テイカ」

音楽監督：酒井睦雄　Vn：鳥丸翠鱒　阿部卓也藤本恭子　福永千年子　三瓶政r一
二団　長：‾青柳　良　　　　福永精一　青柳　良　黒川美恵子▼児玉七恵　山田美代子

コンサートマスター：鳥丸安雄　　Va：＿河野建一　中田久仁子　大内隆一　竹村久美子

マネーシ●ヤー　：福永精一　　Vd：鳥丸直子　宮崎晴夫　堀田一之

艶　　長：中田和夫　　CB：中田和夫

（賛助出演トFl：松島美香　竹本敦子　　馳：藤中聖恵　岡本明子

F琴：田宮拓久子　原　梢　∵1な：船越一恵　阿部陽子

次回演奏会お知らせ一＿‥　芦屋車内合奏団　春のバロツケゴンサ十ト
2003年4月6日（日）で西宮プレラホールー（プレラにしのみやノ5階）


